
近
代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育

に
つ
い
て

(
斎

藤
)

近
代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育

に
つ
い
て

-

高
等
女
学
校
の
場
合
-

斎

藤

昭

俊

劇

仏
教
女
子
教
育

の
変
遷

明
治
期
の
女
子
教
育
は
開
拓
使
次
官
黒
田
清
隆

の
欧
米
視
察

の
と

き
、
外
国
女
子
の
教
養

の
高
き
を
知
り
、
教
育
あ
る
女
子
の
養
成
の
た

め
女
子
の
米
国
留
学
を
建
言
し
て
、
女
子
海
外
留
学
生
五
名
を
明
治
四

年
十

一
月
米
国
に
送
つ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

つ
い
で
同
年
十
二
月
文
部

省
は
布
達
を
出
し
、
「人

々
其
家
法
ヲ
昌

ン
ニ
シ
、
是
ヲ
能
ク
保

ツ
所

以
ノ
者

ハ
男
女
ヲ
論
ゼ
ズ
各
其
職
分
ヲ
知

ル
ニ
ヨ
レ
リ
今
男
子
ノ
学
校

ハ
設
ア
レ
ド
モ
女
子
ノ
教

ハ
未
ダ
備
ラ
ズ
故

二
今
般
西
洋
ノ
女
教
師
ヲ

雇
ヒ
共
立
ノ
女
学
校
相
開
キ
華
族

ヨ
リ
平
民

二
至

ル
迄
受
業
料
ヲ
出
シ

候

バ
バ
入
校
差
許
候
間
志
願
ノ
者

ハ
向
申
正
月
十
五
日
迄
当
省

へ
可
願

事

女
学
校
入
門
ノ
心
得
但
当
分
英
学

ノ
事

一
、
受
業
料
毎
月
金
弐

両
可
相
納
事

一
、
書
籍
等

ハ
銘

々
持
参
可
致
事

一
、
稽
古
時
間

ハ

毎
日
五
時
間
ノ
事

一
、
生
徒

ハ
女
子
八
才
ヨ
リ
十
五
才
迄
ノ
事

但

凡
テ
通

ヒ
稽
古
ノ
事
」
と
い
つ
て
い
る
。
学

制
頒
布
被
仰

出
書

に
は

「幼
童

ノ
子
弟

二
男
子
ノ
別
ナ
ク
…
…
」
と
あ
る
が
、
女
学
校
制
度
は

仲

々
定
ま
ら
ず
、

二
十
年
に
至
つ
て
も
、
そ
の
数
は
二
十
校
に
み
た
な

か
つ
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
民
間
で
は
二
十
年
頃
ま
で
に
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
師
に
よ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
、
跡
見
花
腰
、
河
村
重
子

な
ど
の
私
立
学
校
が
先
駈
的
役
割
を
果
し
た
の
で
あ

つ
た
。

フ
ェ
リ
ス

女
学
院
、

女
子
学
院
が
明
治
三
年
に
創
立
さ
れ

て
以
来
、

二
十

一
年
ま

で
に
キ
リ
ス
ト
教
の
学
校
は

一
〇

一
校
に
及
ん
だ
。

二
十
六
年
に
至
り

女
子
教
育
に
関
す
る
訓
令
が
で
て
、
百
人
中
女
子
は
十
五
人
に
す
ぎ
な

い
と
し
て
就
学
の
勧
誘
を
し
て
い
る
。
二
十
二
年
ま
で
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン

系
三
十
校
、

一
般
キ
リ
ス
ト
教
系
四
校
の
創
立
を
み
て
い
る
が
、
仏
教

の
場
合
は
二
十

一
年
頃
よ
り
始
ま
る
。
女
子
文
芸
学
舎

(
の
ち
千
代
田
女

学
校
)
、
六
和
、
相
愛
な
ど
が
あ
る
。
淑
徳
女
学
校
を

明
治

二
十
五
年

に
創
め
た
輪
島
聞
声
は
、
そ
の
始
め
は
尼
衆
学

校
の
開
設
を
願
つ
て
い

た
。
そ
れ
は
明
治
十
九
年
十
月
浄
土
宗
務
所
学

監
あ
て
に
出
さ
れ
た
建

議
案
に
明
ら
か
で
あ
る
。
尼
衆
学
校
は
福
田
行
誠
が
二
十
年
に
浄
土
門
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主
と
な
つ
た
翌
年
尼
衆
教
場
が
開
設
さ
れ
、
二
十
二
年
に
は
東
京
尼
衆

教
場
、

つ
い
で
愛
知
に
も

つ
く
ら
れ
た
。
二
十
四
年
九
月
十
七
日
輪
島

聞
声
は
浄
土
宗
務
所
学
監
あ
て
、
普
通
女
学
校
設
立
願
を
出
し
て
許
可

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
女
子
の
学
校
が
多
く
な
つ
て
い
る
こ
と
、

キ
リ
ス
ト
教
が
女
子
教
育
に
力
を
用
い
、
布
教

の
拡
張
に
つ
く
し
て
い

る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
教
教
育
に
お
い
て
は
男
子
の

場
合
と
同
じ
く
尼
衆
教
育
か
ら
、

一
般
女
子
教
育

へ
の
線
で
あ
る
こ
と

が
第

一
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

明
治
三
十
二
年
に
顕
道
女
学
校

(
の
ち
文
中
女
学
校
、京
都
高
等
女
学
校
)

を
創
立
し
た
甲
斐
駒
蔵
、
和
里
子
は
本
願
寺
が
女
子
教
育
に
手
が
ま
わ

ら
な
い
と
い
う
の
で
、
独
立
で
創
め
た
も
の
で
あ
る
。
甲
斐
和
里
子
は

足
利
義

山
の
第
五
子
と
し
て
寺
に
生
れ
、
同
志
社
に
学
ん
で
、
か
え
つ

て
仏
教
信
仰
を
強
め
た
。
同
志
社
で
英
語
を
学
ぶ
た
め
に
入
り
、
そ
し

て
キ
リ

ス
ト
教
信
仰
に
入
つ
て
い
つ
た
人
達
を
み
て
、
仏
教
主
義
学
校

の
必
要
性
を
痛
感
し
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
仏
教
女
子
教
育
は
キ

リ
ス
ト
教
女
子
教
育
よ
り
二
十
年
近
く
も
お
く
れ
、
更
に
キ
リ
ス
ト
教

女
子
教
育
に
刺
戟
さ
れ
た
事
が
第
二
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

仏
教
が
明
治
期

の
後
半
か
ら
女
子
の
就
学
率
が
次
第
に
の
び
て
き
た

と
い
う
社
会
的
状
勢
に
よ
つ
て
漸
く
女
子
教
育
に
手
を
染
め
る
に
至

つ

た
事
が
第

三
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
就
学
率
は
三
十
年
に
至
る

と
、
五
〇
%
を
こ
す
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
仏
教
各
宗
が

女
子
教
育

に
注
意
を
む
け
、

明
治
期
末
に
は
仏
教
主
義
女
学
校
の
概
数

は
四
十
五
に
及
ん
だ
。
し
か
し
、

キ
リ
ス
ト
教

が
男
子
教
育
よ
り
布
教

の
面
か
ら
女
子
教
育
に
力
を
入
れ
た
の
に
反
し
、
仏
教
で
は
そ
の
数
が

仏
教
主
義
男
子
中
学
校

の
約
半
数
に
し
か
達
し
て
い
な
い
。
仏
教

の
場

合
は
普
通
教
育
よ
り
僧
侶
教
育
に
力
点
を
お
き
、
又
、
男
子
中
心
性
社

会
を
強
く
反
映
し
て
男
子
教
育
に
主
力
を
お
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
大
正
期
に
入
る
と
経
済
的
に
よ
く
な
り
、
大
正
五
年
以
降
は

女
学
校
入
学
志
望
者
が
激
増
し
て
く
る
が
、
内
容
か
ら
み
る
と
ま
だ
不

安
定
で
あ
る
。

二

仏
教
女
子
教
育
の
目
的

家
業
を
昌
ん
に
し
、

こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
が
学
制
制
定
当
時
の
か

」
げ
ら
れ
た
目
的
で
あ
つ
た
が
、
女
子
の
場
合

の
家
業

は
裁
縫
、
手

芸
、
茶
の
湯
、
生
花
を
教
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
つ
た
。
例
え
ば
女
子

文
芸
学
舎
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
て
も
、
和
服
裁
縫

(
六
)
洋
服
裁
縫

(六
)
編
物

(六
)
挿
花

(三
)
点
茶

(
三
)
和
歌

(二
)
英
語

(
六
)
算

術

(三
)
(甲
種
の
場
合
)
と
な
つ
て
い
る
。
又
、

福
沢
諭
吉
は

「古
来

我
国
の
女
流
に
最
も
重
ん
ず
る
所
の
も
の
は
裁
縫
の
一
事
に
し
て
、
貴

賎
貧
富
を
問
は
ず
筍
も
其
嗜
み
な
き
も
の
は
女

子
に
し
て
女
子

に
非

ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
裁
縫
が
基
本
的
な
目
標

で
あ
つ
た
が
、
徳
川
の
閉

鎖
社
会
か
ら
、

と
き
放
た
れ
、
外
国
文
化

へ
の
大
き
な
憧
れ
、
学
問

へ

の
憧
れ
が
あ

つ
た
。
女
子
文
芸
学
舎
で
も
英
語
が
入
つ
て
い
る
の
は
、

大
き
な
時
代
的
流
れ
で
あ

つ
た
。
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
華
や
か
で
あ

つ

近

代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育
に

つ
い
て

(斎

藤
)
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近
代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育
に
つ
い
て

(斎

藤
)

た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
系
女
学
校
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
見
上
、
風
俗
上
の

差
異
が
西
洋
化
と
い
う
形
で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
を
通
し
て
行

わ
れ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
と
し
た
の
は
清
教
徒

的
な
純
潔
な
淑
女
を
育
て
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
表
わ
れ
た
家
事
と
文
明
と
は
対
照
的
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
明
治
期
の
日
本
的
女
子
教
育
の
観
念

は
蔵
原
惟
郭

(女
子
教
育
の

方
針
に
対
す
る
意
見
・
明
治
三
十
年
)
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
主
義

と
国
家
主
義
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
国
家
の
た
め
の
家
庭
、
夫
唱
婦
随

の
家
庭
を
強
調
し
た
も
の
で
、
謙
譲

と
、
責
務
遂
行
、
辛
苦
に
た
え

る
、
家
庭
の
犠
牲
と
な
る
こ
と
を
核
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性

観
は
必
然
的
に
良
妻
賢
母
の
概
念
を
規
定
す
る
し
、
良
妻
賢
母
の
内
容

と
な
つ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
仏
教
に
お
い
て
は
ど
う
で

あ
つ
た
ろ
う
か
。
明
治
三
十
三
年
の
大
谷
女
学
校
の
設
立
計
画
の
中
に

は

「
日
本
固
有
の
女
徳
を
滴
養
し
、
将
来
良
母
た
り
賢
妻
た
る
に
尤
も

適
当
な

る
学
術
技
芸
を
教
授
し
、
女
子
を
し
て
其
天
職
を
完
う
せ
し
め

ん
と
い
ふ
に
在
り
」
と
あ
り
、
明
治
二
十
六
年
淑
徳
女
学
校
内
に
で
き

た
淑
徳
婦
人
会
は
、
「第
二
条
本
会
は
仏
教
に
信
順
し
婦
人

の
淑
徳
を

滴
養
し
、
其
教
育
を
補
助
す
る
を
以
て
目
的
と
す

会
員
心
得

一
、

会
員
は
四
恩
を
報
し
十
善
を
守
り
倫
理
を
明
に
す
る
事

二
、
会
員
は

自
己
の
信
ず
る
所
を
以
て
普
く
有
縁
の
人
に
及
ぼ
し
等
し
く
教
益
を
得

せ
し
む
る
事

三
、
会
員
は
老
者
を
扶
け
、
病
者
を
慰
み
貧
困
を
済
ひ

及
災
厄
に
羅
る
者
を
賑
憧
す
る
事
」
に
見
ら
れ
る
如
く
、
前
者
は
日
本

固
有
の
婦
徳
、
後
者
は
仏
教
的
淑
徳
を
あ
げ
て
い
る
0
明
治
三
十
八
年

仏
教
的
淑
徳
を
次
の
よ
う
に
石
塚
竜
学
は
分
析

し

て
い
る
。
「
一
、
清

純
i

「淑
」
は

「
き
よ
い
」

の
意
味
で
和
や
か
な
愛
ら
し
い
語
を
き

く
時
に
初
め
て
、
こ
の
顔
、
身
の
回
り
、
語
と
心
と
が
清
浄
に
な
る
こ

と
。
二
、
礼
儀
-

礼
儀
な
け
れ
ば
威
厳
を
欠
く
。
三
、
謙
遜
-

傲

慢
な
ら
ば
婦
人
の
品
格
が
な
い
。
美
人
で
も
知
識
あ
る
人
も
謙
譲

で
な

け
れ
ば
完
全
と
は
い
Σ
が
た
い
。
四
、
信
仰
ー

仏
の
力
を
も

つ
て
各

自
の
心
を
磨
き
、
敬
慶
の
態
度
を
持
せ
よ
と
あ
る
が
、
個
人
的
徳
性
、

個
人
的
人
格
の
陶
治
の
面
が
強
く
出
て
き
て
い
る
。
大
正
期
に
入
つ
て

荻
原
雲
来
は
淑
徳
を
勤
倹
、
正
直
、

敬
信
、
慈
愛
の
四
徳
兼
備
と
し
て

い
る
。
怠
惰
で
な
く
、
驕
奢

で
な
く
正
直
に
し

て
、
神
仏
を
崇
敬
し
、

慈
し
み
の
心
を
も
つ
こ
と
だ
と
い
つ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
女
子
の
個
人

的
人
格
の
目
的
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、

こ
』
に
は
国
家
主
義

的
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
仏
教
女

子
教
育

の
目
的

に
は

日
本
固
有
の
婦
徳
と
仏
教
的
淑
徳

(宗
教
的
教
養
)
の
二
面
が
見
ら
れ
る

が
、
仏
教
的
淑
徳
の
内
容
が
即
ち
国
家
主
義
的
婦
徳
と
は
な
つ
て
い
な

い
が
、
時
代
的
潮
流
と
な
つ
た
日
本
固
有
の
婦
徳

の
教
育
と
、
ど
の
よ

う
に
融
合
し
、
又
は
反
擬
し
た
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
こ
で

深
め
ら
れ
た
宗
教
的
教
養
と
信
念
が
個
人
の
社
会
生
活
の
基
調
と
な
り

得
た
か
ど
う
か
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
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三

仏
教
女
子
教
育
の
内
容

仏
教
系
の
女
学
校
を
客
観
的
に
把
握
す
る
た
め
に
,
 大
正
五
年
度
の

文
部
省
調
査
を
み
る
と
、
高
等
女
学
校

二
三
五
校
、
実
科
高
等
女
学

校

(高
等
女
学
校
実
科
を
除
く
)
は

一
五
六
校
で
あ
る
。
こ
の
中

で
仏
教

系
の
も

の
は
高
等
女
学
校
七
校
、
実
科
女
学
校
二
校
、
高
等
女
学
校
実

科
三
校

で
あ
つ
た
。
高
等
女
学
校

で
は
淑
徳
、
東
洋
、
千
代
田
、
京

都
、
相
愛
、
成
田
、
筑
紫
、
実
科
高
等
女
学
校
に
は
淑
徳
、
千
代
田
、

華
頂
、

相
愛
、
敬
愛
が
あ
る
。

こ
の
中
、
淑
徳
、

千
代
田
、
相
愛
は
併

設
で
あ

る
。
高
等
女
学
校
に
つ
い
て
は
全
体

の
二

・
五
%
、
実
科
女
学

校
に
つ
い
て
は

一
・
三
%
し
か
仏
教
系
が
占
め
て

い
な

い
こ
と
に
な

る
。
生
徒
数
か
ら
す
れ
ば
、
高
等
女
学
校
九
三
六
九
〇
名
中
、

二
七
三

〇
名
で
あ
る
か
ら
二

・
八
%
、
実
科
女
学
校
は
三
六
八
七

一
名

(併
設

を
含
む
)
中
七
七
〇
名
で
、
二

・
一
%
で
あ
る
。
極
め
て
微

々
た
る
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
、
正
規
の
高
等
女
学
校
、
実
科
女
学
校
の
認
可
を

う
け
て
い
な
い
も
の
が
、
他
に
約
四
〇
校
と
推
定
さ
れ
る
が
、
今
は
さ

て
お
い
て
、
正
規
の
学
校
の
教
科
の
内
容
は
裁
縫
を
主
と
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
正
規
の
女
学
校
、

二
三
五
校
中
、

正
科
目

の
外
国
語
、
図

画
、
音

楽
の
三
教
科
中
、
外
国
語
は
正
科
、
随
意
科
に
分
け
ら
れ
て
居

る
。
や

』
特
色
と
み
ら
れ
る
の
は
加
設
科
目
中
教
育
を
正
科
と
し
て
い

る
の
が
仏
教
系
に
多
く
、
全
体
の
十

一
%
に
な

つ
て
い
る
。
実
科
女
学

校
の
科
目
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
図
画
、
唱
歌
、
家
事
が
正
科
と
な
り
、

外
国
語
が
任
意
科
に
入
る
。
こ
」
で
も
教
育
を

二
校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
入
れ
て
い
る
。
教
員
に
つ
い
て
み
る
と
、
教
員
有
資
格
者
、
無
資
格

者
、

小
学
校
正
教
員
の
全
国
総
計
が
そ
れ
ぞ
れ
、

七
六
%
、

十
七
%
、

七
%
と
な
る
が
、
淑
徳
は
九
五
%
、
東
洋
五
四
%
、
千
代

田
七
三
%
、

京
都
七
二
%
、
相
愛
六
五
%
、

成
田
五
五
%
、

筑
紫
六
六
%
と
有
資
格

教
員
を
全
国
平
均
七
六
%
以
上
に
そ
ろ
え
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
淑

徳
の
み
で
あ
る
。

生
徒
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
京
は

一
・
九
倍
、
京
都

一
・
三
倍
、
大

阪
二

・
○
倍
の
入
学
競
争
率
を
示
し
て
い
る
が
、
仏
教
系
女
学
校
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
調
べ
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。
淑
徳

一
・
五
倍
、
東

洋

一
・
四
倍
、
千
代

田

一
・
三
倍
、
京
都

一
・
三
倍
、

相
愛
三

・
○

倍
、
成
田

一
・
二
倍
、
筑
紫

一
・
八
倍
、
全
国

平
均

一
。
七
倍
と
な

る
0
全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
廻
る
も
の
は
相
愛
で
あ
り
、
や
』
上
廻

る
も
の
筑
紫
で
、
地
区
平
均
と
同
じ
も
の
が
京
都
で
あ
る
。
七
校
を
平

均
し
た
競
争
率
は

一
・
七
倍
で
全
国
平
均
と
同
じ
で
あ
る
。

前
年
度
中

(大
正
五
年
度
)
の
中
途
退
学
者
数
を
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に

つ
い
て
調

べ
る
と
、
淑
徳
、

41

・
28

・
18

・
3

・
0

・
計

90
、
東
洋

15

・
14

・
15

・
9

・
0

・
計
53
、
千
代
田
12

・
16

・
9

・
5
・
0

・
計

42
、
と

一
年
、

二
年
、
三
年
、
四
年
、
五
年

の
総
計
九
五
五
名

と
な

り
、
東
京
地
区

一
校
平
均
三
四
名
と
な
り
、
三
校
と
も
多

い
数
を
示
し

て
い
る
。
京
都
6

・
6

・
12

・
3

・
0

・
計
27

で
、
京
都
地
区

一
校
平

均
の
中
途
退
学
者
は
二
十

一
名
で
あ
る
か
ら
、

京
都
高
等
女
学
校

の
二

近
代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育

に
つ
い
て

(
斎

藤
)
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近
代
に
お
け
る
仏
教
女
子
教
育

に
つ
い
て

(
斎

藤
)

七

名

も

平

均
を

上
廻

る
。

次

に
相

愛
、

成

田
、

筑

紫

に

つ
い

て

は
、

相

愛

11

・
16

・
12

・
4

・
0

・
計

43

で
、

大

阪

地

区

一
校

平
均

三
十

一
名

で
、

成

田

2

・
7

・
3

・
1

・
0

・
計

13
、

千

葉

地

区

一
校

平
均

七

名

で
、

筑

紫

11

・
12

・
9

・
5

・
0

・
計

37

で
、

福

岡
地

区

一
校

平
均

37

で
、

い
ず

れ
も
仏

教

系

女

学

校

の

生
徒

の
中

途

退

学

者

は
、

平

均

を

上

廻

つ

て

い
る
。

そ

の
理

由

を

み

る

と

と
な
つ
て
、
家
事
都
合
、
転
学
、
死
亡
又
は
病
気

の
順
に
な
つ
て
い
る
。

徴
戒
に
よ
る
も
の
が
全
く
な
い
が
、
他
の
学
校
に
も
殆
ん
ど
見
ら
れ
な

い
。
家
事
都
合
が
多
い
の
は
景
気
の
変
動
で
女
子
が
安
易
に
学
校
を
や

め
さ
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
、
女
子
教
育
の
不
定
着
を
示
し
て
い
る
も

の
と
み
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
に
よ
つ
て
仏
教
系
女
学
校
の
や
や
平

均
的
な
学
校
内
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。

四

仏
教
女
子
教
育
の
問
題

女
子
教
育
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学
校
が
先
駈
的
役
割
を

果
し
た
関
係
で
、
そ
の
欧
化
主
義
と
進
歩
性
に
対
抗
し
、

ア
ピ
ー
ル
出

来
う
る
も
の
を
打
出
す
こ
と
が
困
難
で
あ

つ
た
。
そ
こ
で
婦
徳

の
酒
養

と
い
う
人
格
形
成
の
面
で
の
役
割
を
担
当
す
る
に
至
つ
た
。
そ
し
て
、

い
き
お
い
日
本
伝
来
の
婦
徳
に
仏
教
的
淑
徳
を
結
び
つ
け
る
関
係
を
も

つ
こ
と
に
な
る
。
仏
教
主
義
女
学
校

の
内
容
を
見
る
と
必
ず
し
も
優
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
や
Σ
平
均
に
近
い
組
織
体
制
を
も
つ
て
い

る
が
、
各

々
の
特
性
と
役
割
に
つ
い
て
は
検
討

し
得
な
か
つ
た
。
明
治

期
か
ら
大
正
期
初
期
に
か
け
て
、
仏
教
主
義
に
よ
る
女
子
教
育
に
つ
い

て
論
陣
を
は
る
も
の
も
少
な
か
つ
た
が
、
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
現
わ
れ
て
く
る
。
高
楠
順
次
郎
、

中
根
環
堂
は
仏
教
に
よ
ら
ね
ば

女
子
教
育
、
精
練
さ
れ
た
、
円
満
な
る
人
格
形

成
は
…難
か
し
い
点
、

特
に
女
性
的
特
質
と
宗
教
性
、
感
受
性
と
執
着
性
か
ら
女
子
教
育
の
必

要
性
を
説

い
て
い
る
。
実
際
に
女
子
教
育
を
す

」
め
た
輪
島
聞
声
、
朝

倉
暁
瑞
ら
の
実
践
的
女
子
教
育
家
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

一
般
に
は
、
女

子
教
育

へ
の
取
り
組
み
が
極
め
て
遅
か
つ
た
の
は
仏
教
が
僧
侶
教
育
を

申
心
と
し
、
更
に
布
教
に
つ
い
て
の
取
組
み
の
薄
さ
、
男
子
中
心
社
会

性
に
よ
る
影
響
、
仏
教
教
育
に
お
け
る
独
自
性

の
欠
如
が
そ
の
主
た
る

理
由
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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